
(57)【要約】

【課題】　管理者の手間を増加させることなく柔軟な組

織構造を管理する。

【解決手段】　個人認証対応情報記憶部２２ｃは、静的

組織におけるメンバを個人認証する個人認証装置を示す

情報を記憶する。個人認証装置情報記憶部２２ｂは、個

人認証装置を示す情報に対応させて、個人認証装置が用

いる認証方式を記憶する。個人認証連携部２１３は、そ

れぞれが特定の個人認証方式にもとづく認証要求を出力

する１つ以上の個人認証装置連携手段２１３ｂと、要求

に応じて、個人認証対応情報記憶部２２ｃに記憶されて

いる個人認証装置を示す情報にもとづいて個人認証装置

を特定し、特定した個人認証装置に対応する認証方式を

個人認証装置情報記憶部２２ｂから抽出する個人認証連

携手段２１３ａとを含み、個人認証連携手段２１３ａに

よって抽出された個人認証装置連携手段２１３ｂが、通

信回線４を介して、個人認証装置にメンバの個人認証を

依頼する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行
う 動 的 組 織 管 理 装 置 で あ っ て 、
　 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 信 頼 性 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証
す る 個 人 認 証 装 置 と 連 携 し て 判 断 す る 個 人 認 証 連 携 部 を 備 え た
　 こ と 特 徴 と す る 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 個 人 認 証 対
応 情 報 記 憶 部 を 備 え 、
　 個 人 認 証 連 携 部 は 、 前 記 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 個 人 認 証 装 置 を 示 す
情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 し 、 特 定 し た 個 人 認 証 装 置 に メ ン バ の 個 人 認 証 を 依
頼 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 動 的 組 織 に 関 す る 処 理 を 実 行 す る 動 的 組 織 処 理 実 行 部 と 、
　 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 、 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人
認 証 装 置 情 報 記 憶 部 と を 備 え 、
　 個 人 認 証 連 携 部 は 、
　 そ れ ぞ れ が 特 定 の 個 人 認 証 方 式 に も と づ く 認 証 要 求 を 出 力 す る １ つ 以 上 の 個 人 認 証 装 置
連 携 手 段 と 、
　 前 記 動 的 組 織 処 理 実 行 部 か ら の 要 求 に 応 じ て 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い
る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 し 、 特 定 し た 個 人 認 証 装 置 に
対 応 す る 認 証 方 式 を 前 記 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 か ら 抽 出 す る 個 人 認 証 連 携 手 段 と を 含 み
、
　 前 記 個 人 認 証 連 携 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 が 、 個 人 認 証 装 置
に メ ン バ の 個 人 認 証 を 依 頼 す る
　 請 求 項 ２ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 処 理 の 要 求 に 応 じ て 個 人 認 証 連 携 部 に 要 求 者 の 認 証 を 依 頼 し 、
要 求 者 が 動 的 組 織 の メ ン バ で あ る こ と を 前 記 個 人 認 証 連 携 部 が 確 認 し た ら 、 処 理 を 実 行 す
る
　 請 求 項 ３ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 動 的 組 織 の 作 成 ま た は 削 除 の 処 理 を 実 行 す る 組 織 情 報 形 成 部 を
含 む
　 請 求 項 ４ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 動 的 組 織 へ の メ ン バ の 追 加 ま た は 動 的 組 織 か ら の メ ン バ の 削 除
の 処 理 を 実 行 す る メ ン バ 管 理 手 段 を 含 む
　 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 動 的 組 織 に メ ン バ が 所 属 し て い る こ と を 認 証 す る 動 的 組 織 認 証
手 段 を 含 む
　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ６ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 動 的 組 織 に 関 す る 情 報 を 参 照 す る 処 理 を 実 行 す る 動 的 組 織 情 報
参 照 手 段 を 含 む
　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ７ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 要 求 者 が 動 的 組 織 に 所 属 し て い る か 否 か に よ っ て 、 要 求 者 の 処
理 実 行 権 限 を 決 定 す る
　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ８ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ て 管 理 す る 権 限 管 理 部
を 備 え た
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ て 管 理 す る 権 限 管 理 部
と 、 そ れ ぞ れ の 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権 限 を 記 憶 す る 権 限 情 報 記 憶 部 と を 備 え 、
　 前 記 権 限 管 理 部 は 、 動 的 組 織 処 理 実 行 部 の 要 求 に 応 じ て 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 の 記
憶 内 容 に も と づ い て メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 を 特 定 し 、 特 定 し た 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権
限 を 前 記 権 限 情 報 記 憶 部 か ら 抽 出 し 、 抽 出 し た 権 限 を 前 記 動 的 組 織 処 理 実 行 部 に 返 す
　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ９ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行
う 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 動 的 組 織 に 関 す る 処 理 の 要 求 を 行 う 端 末 と 、
　 前 記 端 末 か ら 要 求 を 受 け た と き に 、 前 記 端 末 を 操 作 し た 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 信 頼 性
を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 と 連 携 し て 判 断
す る 個 人 認 証 連 携 部 を 含 む 動 的 組 織 管 理 装 置 と を 備 え た
　 こ と 特 徴 と す る 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 端 末 か ら 処 理 の 要 求 を 受 け る と 、 個 人 認 証 連 携 部 に 要 求 者 の 認 証
を 依 頼 し 、 要 求 者 が 動 的 組 織 の メ ン バ で あ る こ と を 前 記 個 人 認 証 連 携 部 が 確 認 し た ら 、 処
理 を 実 行 す る 動 的 組 織 処 理 実 行 部 を 含 む
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 動 的 組 織 の 作 成 ま た は 削 除 の 処 理 を 実 行 す る 組 織 情 報 形 成 部 、
動 的 組 織 へ の メ ン バ の 追 加 ま た は 動 的 組 織 か ら の メ ン バ の 削 除 の 処 理 を 実 行 す る メ ン バ 管
理 手 段 、 動 的 組 織 に メ ン バ が 所 属 し て い る こ と を 認 証 す る 動 的 組 織 認 証 手 段 、 お よ び 動 的
組 織 に 関 す る 情 報 を 参 照 す る 処 理 を 実 行 す る 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 を 含 む
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ
て 管 理 す る 権 限 管 理 部 を 含 む
　 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ４ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行
う 動 的 組 織 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 信 頼 性 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証
す る 個 人 認 証 装 置 と 連 携 し て 判 断 す る
　 こ と 特 徴 と す る 動 的 組 織 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ て 管 理 す る
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 動 的 組 織 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行
う 動 的 組 織 管 理 装 置 で 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム あ っ て 、
　 前 記 動 的 組 織 管 理 装 置 に お け る コ ン ピ ュ ー タ に 、
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　 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 個 人 認 証 対
応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 す る 処 理 と 、
　 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人 認
証 装 置 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 特
定 す る 処 理 と 、
　 通 信 回 線 を 介 し て 、 特 定 さ れ た 前 記 個 人 認 証 装 置 に 、 特 定 さ れ た 前 記 認 証 方 式 に 従 っ た
メ ン バ の 個 人 認 証 の 要 求 を 送 信 す る 処 理 と
　 を 実 行 さ せ る た め の 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行
う 動 的 組 織 管 理 装 置 で 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム あ っ て 、
　 前 記 動 的 組 織 管 理 装 置 に お け る コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 個 人 認 証 対
応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 す る 処 理 と 、
　 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人 認
証 装 置 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 特
定 す る 処 理 と 、
　 通 信 回 線 を 介 し て 、 特 定 さ れ た 前 記 個 人 認 証 装 置 に 、 特 定 さ れ た 前 記 認 証 方 式 に 従 っ た
メ ン バ の 個 人 認 証 の 要 求 を 送 信 す る 処 理 と 、
　 前 記 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 の 記 憶 内 容 に も と づ い て メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 を 特 定 す
る 処 理 と 、
　 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権 限 を 記 憶 す る 権 限 情 報 記 憶 部 か ら 、 特 定 さ れ た 前 記 静 的 組 織 に
付 与 さ れ る 権 限 を 抽 出 す る 処 理 と を
　 を 実 行 さ せ る た め の 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 構 成 メ ン バ が 頻 繁 に 変 更 さ れ る よ う な 組 織 で あ る 動 的 組 織 を 管 理 す る た め の
動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム 、 動 的 組 織 管 理 方 法 お よ び 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム に 関 し 、 特 に 、
メ ン バ の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が 必 要 な 動 的 組 織 を 管 理 す る た め の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム
、 動 的 組 織 管 理 方 法 、 動 的 組 織 管 理 装 置 お よ び 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 企 業 に お い て 、 部 や 課 な ど の 組 織 お よ び 組 織 を 構 成 す る 社 員 （ メ ン バ ） は 、 図 １ ８ に 示
す よ う な 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 。 木 構 造 の 組 織 を 管 理 す る 技 術 と し て 、 非 特 許 文 献 １ に
示 さ れ る Ｌ Ｄ Ａ Ｐ （ Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 Ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ ｙ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ 　 Ｐ ｒ
ｏ ｔ ｏ ｃ ｏ ｌ ） を 採 用 し た シ ス テ ム が 用 い ら れ て い る 。 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ で は 、 部 、 課 、 社 員 な ど
を １ つ の ノ ー ド と し て 扱 い 、 １ つ の ノ ー ド 下 に 複 数 の ノ ー ド が 配 置 さ れ る 。 一 方 、 １ つ の
ノ ー ド に 対 し て 、 親 （ 上 ） ノ ー ド は １ つ し か 存 在 し な い と い う ル ー ル 、 つ ま り 木 構 造 で 組
織 構 造 が 管 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と 呼 ば れ る 共 通 の 趣 味 な ど を 持 つ メ ン バ の 集 合 が 存 在 す る 。 コ ミ ュ
ニ テ ィ を 管 理 す る 技 術 の 一 例 が 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た
シ ス テ ム で は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ （ 具 体 的 に は メ ー リ ン グ リ ス ト ） に 所 属 す る メ ン バ （ 具 体 的
に は メ ー ル ア ド レ ス ） の 情 報 が 管 理 さ れ る 。 そ し て 、 そ の コ ミ ュ ニ テ ィ は 、 木 構 造 で は な
い 。 部 や 課 と い っ た 組 織 の 場 合 に は 、 管 理 者 が 組 織 構 造 を 管 理 す る の に 対 し て 、 コ ミ ュ ニ
テ ィ で は 、 メ ン バ が 主 体 的 に 組 織 構 造 を 管 理 す る 。 そ の た め 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た シ
ス テ ム で は 、 メ ン バ が 主 体 的 に 組 織 構 造 を 管 理 す る た め の 機 能 を 有 し て い る 。 ま た 、 図 １
９ に 示 す よ う に 、 メ ン バ は 、 同 時 に 複 数 の コ ミ ュ ニ テ ィ （ 組 織 ） に 属 す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が 要 求 さ れ る 場 合 が あ る が
、 信 頼 性 を 保 証 す る 技 術 に 関 し て は 、 公 開 鍵 基 盤 （ Ｐ Ｋ Ｉ ： Ｐ ｕ ｂ ｌ ｉ ｃ 　 Ｋ ｅ ｙ 　 Ｉ ｎ
ｆ ｒ ａ ｓ ｔ ｕ ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ ） を 利 用 し て 身 分 証 明 書 発 行 し 、 個 人 を 認 証 す る 技 術 が 知 ら れ て
い る 。 Ｐ Ｋ Ｉ で は 、 公 開 鍵 と 、 そ の 持 ち 主 を 証 明 す る 認 証 局 を 設 け る こ と で 個 人 認 証 を 可
能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 複 数 の コ ミ ュ ニ テ ィ 間 で 、 個 人 の 信 頼 性 を 共 有 す る 技 術 と し て 、 非 特 許 文 献 ２ に
示 さ れ る よ う な 個 人 認 証 の 相 互 利 用 技 術 が あ る 。 非 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る 個 人 認 証 技 術 で
は 、 個 人 を 管 理 す る シ ス テ ム 間 で 、 ト ラ ス ト サ ー ク ル と い う 信 頼 関 係 の 輪 を 構 築 す る 。 ト
ラ ス ト サ ー ク ル 内 の あ る シ ス テ ム で 個 人 が 認 証 さ れ て い れ ば 、 他 の シ ス テ ム で も 、 そ の 個
人 を 信 頼 す る と い う 仕 組 み に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ８ ９ ０ １ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 M. Wahl他 , Lightweight Directory Access Protocol (v3) [online], 
Internet Engineering Task Force(IETF), http://www.ietf.org/rfc/rfc2251.txt?numbe
r=2251
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Thomas Wason他 , Liberty ID-FF Architecture Overview, Version 1.2
 [online], LIBERTY ALLIANCE PROJECT, http://www.projectliberty.org/
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 企 業 な ど の 組 織 に お い て は 、 部 や 課 な ど の 木 構 造 で 管 理 さ れ る 組 織 の 管 理 に 重 点 が お か
れ て い る の で 、 部 や 課 に ま た が っ た メ ン バ で 構 成 さ れ る よ う な 柔 軟 性 を 持 つ 組 織 を 管 理 す
る こ と は 困 難 で あ る 。 す な わ ち 、 近 年 、 企 業 に お い て 重 要 と さ れ て い る 部 門 を 横 断 し た プ
ロ ジ ェ ク ト な ど の 組 織 管 理 を 行 う こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 企 業 で は 、 部 や 課 な ど の よ う に 木 構 造 で 管 理 さ れ 頻 繁 に 構 成 が 変 化 す る こ と が な い 組 織
（ 以 下 、 静 的 組 織 と 称 す る ） を Ｌ Ｄ Ａ Ｐ サ ー バ な ど で 管 理 し て い る 。 し か し 、 そ れ ぞ れ の
メ ン バ が 異 な る 静 的 組 織 に 属 す る メ ン バ で 構 成 さ れ る 部 門 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト な ど の 組 織 で
は 、 上 記 の コ ミ ュ ニ テ ィ の よ う に 、 メ ン バ が 複 数 の プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 す る こ と も あ る 。
そ の た め に 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ で 表 現 さ れ る 木 構 造 の 管 理 だ け で は 、 部 門 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト な ど の
組 織 を 管 理 し き れ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 フ ァ イ ル な ど の 組 織 が も つ 情 報 の 公 開 管 理 を 考 え る と 、 部 や 課 な ど の 静 的 組 織
単 位 で フ ァ イ ル 公 開 の 範 囲 を 制 限 す る こ と は 容 易 で あ る 。 従 来 の Ｌ Ｄ Ａ Ｐ を 用 い た 組 織 管
理 シ ス テ ム と 連 携 す れ ば 、 Ａ 部 に 所 属 す る 社 員 に の み フ ァ イ ル を 公 開 す る と い っ た 制 御 が
で き る 。 一 方 、 プ ロ ジ ェ ク ト 単 位 で 公 開 範 囲 を 制 限 す る 場 合 は 、 社 員 が プ ロ ジ ェ ク ト Ａ （
組 織 Ａ ） と プ ロ ジ ェ ク ト Ｂ （ 組 織 と の 両 方 に 所 属 す る こ と も あ り 、 木 構 造 の 管 理 だ け で は
対 応 で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ を 用 い た 組 織 管 理 シ ス テ ム で は 、 管 理 者 が 組 織 の 作 成 や メ ン バ の 追 加
な ど を 集 中 的 に 管 理 す る こ と が 普 通 で あ る 。 従 っ て 、 メ ン バ が 頻 繁 に 追 加 ・ 削 除 さ れ る プ
ロ ジ ェ ク ト な ど の 柔 軟 な 組 織 を 管 理 す る 場 合 、 管 理 者 の 手 間 が 増 大 す る こ と も 問 題 で あ る
。 以 降 、 静 的 組 織 を ま た が っ た メ ン バ で 構 成 さ れ 、 か つ 、 動 的 に メ ン バ が 追 加 ・ 削 除 さ れ
る 組 織 を 動 的 組 織 と い う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 静 的 組 織 に 比 べ て 、 動 的 組 織 で は 構 成 メ ン バ が 広 範 囲 に わ た り 、 加 え て 、 メ ン バ
の 追 加 、 削 除 が 頻 繁 に 発 生 す る の で 、 情 報 漏 洩 な ど の 脅 威 に 対 し て 安 全 性 を 確 保 す る こ と
が 困 難 に な る 。 従 っ て 、 安 全 性 を 確 保 す る た め に は 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証
す る こ と が 重 要 に な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な 柔 軟 性 を 重 視 す る コ ミ ュ ニ テ ィ 管 理 技 術 で は 、 メ ン
バ は 複 数 の コ ミ ュ ニ テ ィ に 所 属 す る こ と が で き 、 か つ 、 管 理 者 の 手 間 を 増 大 さ せ ず に コ ミ
ュ ニ テ ィ を 管 理 す る こ と が で き る 。 し か し 、 従 来 の コ ミ ュ ニ テ ィ 管 理 技 術 は 、 範 囲 を 限 定
せ ず 多 様 な メ ン バ で コ ミ ュ ニ テ ィ を 構 成 す る こ と を 重 視 し 、 組 織 を 構 成 す る メ ン バ の 信 頼
性 を 考 慮 し て い な い 。 信 頼 性 を 考 慮 す る 場 合 で も 、 メ ン バ を 限 定 し な い と い う 特 性 上 、 Ｐ
Ｋ Ｉ に よ る 公 的 認 証 局 を 利 用 し て メ ン バ の 個 人 認 証 を 行 う こ と が 普 通 で あ る 。 こ の よ う な
コ ミ ュ ニ テ ィ の メ ン バ 認 証 方 法 を 企 業 に 適 用 す る こ と を 考 え る と 、 企 業 で は 静 的 組 織 に 関
し て 社 員 認 証 を す で に 管 理 し て い る の で 、 公 的 認 証 局 を 利 用 し た 認 証 を 行 な う こ と は 二 重
の 管 理 に な り 、 か つ 、 公 開 鍵 の 登 録 や 証 明 書 発 行 な ど の 手 間 が か か り 効 率 的 で な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 一 般 に 、 メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る 方 法 は 、 そ れ ぞ れ の 静 的 組 織 で 異 な っ て い る
。 例 え ば 、 社 員 の 信 頼 性 を 保 証 す る 方 法 は 、 そ れ ぞ れ の 企 業 で 異 な っ て い る 。 そ の た め に
、 複 数 の 企 業 間 に ま た が る プ ロ ジ ェ ク ト な ど の 動 的 組 織 に 、 静 的 組 織 に お け る メ ン バ の 信
頼 性 を 保 証 す る 方 法 を 適 用 す る こ と は 難 し い 。 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 個 人 認 証 技 術 で
は 、 異 な る 組 織 間 で 個 人 認 証 を 相 互 利 用 す る こ と は で き る が 、 認 証 方 式 を 統 一 す る こ と が
前 提 に な っ て い る 。 ま た 、 複 数 の 静 的 組 織 で 管 理 さ れ る 個 人 認 証 を 結 合 す る 技 術 と し て Ｐ
Ｋ Ｉ の ブ リ ッ ジ 機 能 が 存 在 す る が 、 あ く ま で 静 的 組 織 の 統 合 が 目 的 で 、 動 的 組 織 の 認 証 へ
の 適 用 は 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 従 来 の コ ミ ュ ニ テ ィ 管 理 な ど の 動 的 組 織 管 理 技 術 で は 、 動 的 組 織 の 管 理 と メ ン バ
が 所 属 す る 静 的 組 織 と の 関 連 付 け を 行 な う 仕 組 み が 存 在 し な い 。 す な わ ち 、 静 的 組 織 を ま
た が っ て 動 的 組 織 を 構 成 す る 場 合 に 、 メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 と の 関 連 が 考 慮 さ れ て い
な い 。 従 っ て 、 静 的 組 織 を 考 慮 し た 動 的 組 織 の 権 限 管 理 を 行 う こ と も 難 し い 。 例 え ば 、 企
業 Ａ と 企 業 Ｂ と で プ ロ ジ ェ ク ト α を 構 成 し 、 企 業 Ａ の 社 員 だ け が プ ロ ジ ェ ク ト α に メ ン バ
追 加 を で き る と い っ た 、 静 的 組 織 を 考 慮 し た 動 的 組 織 の 権 限 管 理 が で き な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 企 業 な ど が 静 的 組 織 の 管 理 に 利 用 し て い る 社 員 の 信 頼 性 保 証 の 機 構
と 連 携 し て 、 所 属 す る メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 し 、 か つ 、 管 理 者 の 手 間 を 増 加 さ せ る こ と な
く 柔 軟 な 組 織 構 造 を 管 理 で き る 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る 方 法 が 異 な る 静 的 組 織 間 で 、 柔 軟 な 組
織 構 成 を 管 理 す る 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 と の 関 連 を 考 慮 し た 、 動 的 組 織
に お け る 権 限 管 理 を 行 な う こ と が で き る 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン
バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行 う 動 的 組 織 管 理 装 置 で あ っ て 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ
の 信 頼 性 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 と 連 携
し て 判 断 す る 個 人 認 証 連 携 部 を 備 え た こ と 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 メ ン バ 自 身 に よ る 動 的 組 織 の 管 理 と 、 静 的 組
織 の 個 人 認 証 と の 連 携 に よ る 動 的 組 織 所 属 メ ン バ の 信 頼 性 保 証 と を 実 現 で き 、 本 発 明 の 目
的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報
を 記 憶 す る 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 を 備 え 、 個 人 認 証 連 携 部 が 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部
に 記 憶 さ れ て い る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 し 、 特 定 し た
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個 人 認 証 装 置 に メ ン バ の 個 人 認 証 を 依 頼 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 動 的 組 織 に 関 す る 処 理 を 実 行 す る 動 的 組 織 処 理 実 行 部 （ 例 え ば 、
動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ 、 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ 、 動 的
組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ ） と 、 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 、 個 人 認 証 装 置 が
用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 と を 備 え 、 個 人 認 証 連 携 部 が 、 そ れ ぞ
れ が 特 定 の 個 人 認 証 方 式 に も と づ く 認 証 要 求 を 出 力 す る １ つ 以 上 の 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段
と 、 動 的 組 織 処 理 実 行 部 か ら の 要 求 に 応 じ て 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る
個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 し 、 特 定 し た 個 人 認 証 装 置 に 対
応 す る 認 証 方 式 を 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 か ら 抽 出 す る 個 人 認 証 連 携 手 段 と を 含 み 、 個 人
認 証 連 携 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 が 、 個 人 認 証 装 置 に メ ン バ の 個 人
認 証 を 依 頼 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 個 人 認 証 連 携 手 段 が 認 証 方 式 に 適 す る 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、
認 証 方 式 が 異 な る 複 数 の 静 的 組 織 間 で も 動 的 組 織 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 処 理 の 要 求 に 応 じ て 個 人 認 証 連 携 部 に 要 求 者 の 認 証 を 依 頼 し 、
要 求 者 が 動 的 組 織 の メ ン バ で あ る こ と を 個 人 認 証 連 携 部 が 確 認 し た ら 、 処 理 を 実 行 す る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 例 え ば 、 動 的 組 織 の 作 成 ま た は 削 除 の 処 理 を 実 行 す る 組 織 情 報
形 成 部 、 動 的 組 織 へ の メ ン バ の 追 加 ま た は 動 的 組 織 か ら の メ ン バ の 削 除 の 処 理 を 実 行 す る
メ ン バ 管 理 手 段 、 動 的 組 織 に メ ン バ が 所 属 し て い る こ と を 認 証 す る 動 的 組 織 認 証 手 段 、 ま
た は 動 的 組 織 に 関 す る 情 報 を 参 照 す る 処 理 を 実 行 す る 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 動 的 組 織 処 理 実 行 部 が 、 要 求 者 が 動 的 組 織 に 所 属 し て い る か 否 か に よ っ て 、 要 求 者 の 処
理 実 行 権 限 を 決 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 は 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ
て 管 理 す る 権 限 管 理 部 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 メ ン バ の 所 属 す る 静 的 組 織 と 関 連 付 け て 動 的 組 織 に お け る メ
ン バ の 権 限 を 管 理 す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 権 限 管 理 部 は 、 動 的 組 織 処 理 実 行 部 の 要 求 に 応 じ て 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 の 記 憶 内
容 に も と づ い て メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 を 特 定 し 、 特 定 し た 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権 限 を
権 限 情 報 記 憶 部 か ら 抽 出 し 、 抽 出 し た 権 限 を 動 的 組 織 処 理 実 行 部 に 返 す よ う に 構 成 さ れ て
い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム は 、 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の
メ ン バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行 う 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム で あ っ て 、 動 的 組 織 に 関
す る 処 理 の 要 求 を 行 う 端 末 と 、 端 末 か ら 要 求 を 受 け た と き に 、 端 末 を 操 作 し た 動 的 組 織 の
所 属 メ ン バ の 信 頼 性 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証
装 置 と 連 携 し て 判 断 す る 個 人 認 証 連 携 部 を 含 む 動 的 組 織 管 理 装 置 と を 備 え た こ と 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 信 頼 性 を 保 証 さ れ た メ ン バ 自 身 が 動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 や 所
属 メ ン バ の 追 加 ・ 削 除 等 を 行 な う こ と が で き る よ う に な り 、 動 的 組 織 の 管 理 に 関 し て 管 理
者 の 手 間 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 信 頼 性 が 保 証 さ れ た 動 的 組 織 の 管 理 を 実 行 す る こ と が で
き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ る 動 的 組 織 管 理 方 法 は 、 木 構 造 で 管 理 さ れ て い る 静 的 組 織 の １ つ 以 上 の メ ン
バ で 構 成 さ れ る 動 的 組 織 の 管 理 を 行 う 動 的 組 織 管 理 方 法 で あ っ て 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ
の 信 頼 性 を 、 メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 と 連 携
し て 判 断 す る こ と 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の 権 限 を 、 メ ン バ が 属 す る
静 的 組 織 に 応 じ て 管 理 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 に お け る コ ン ピ ュ ー タ に 、
静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 個 人 認 証 対 応
情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 す る 処 理 と 、 個 人 認 証
装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人 認 証 装 置 情 報
記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 特 定 す る 処 理
と 、 通 信 回 線 を 介 し て 、 特 定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 に 、 特 定 さ れ た 認 証 方 式 に 従 っ た メ ン バ
の 個 人 認 証 の 要 求 を 送 信 す る 処 理 と を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 他 の 態 様 の 動 的 組 織 管 理 プ ロ グ ラ ム は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 に お け る コ ン ピ
ュ ー タ に 、 静 的 組 織 に お け る メ ン バ を 個 人 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 個
人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 を 特 定 す る 処 理 と
、 個 人 認 証 装 置 を 示 す 情 報 に 対 応 さ せ て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 記 憶 す る 個 人 認
証 装 置 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に も と づ い て 個 人 認 証 装 置 が 用 い る 認 証 方 式 を 特
定 す る 処 理 と 、 通 信 回 線 を 介 し て 、 特 定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 に 、 特 定 さ れ た 認 証 方 式 に 従
っ た メ ン バ の 個 人 認 証 の 要 求 を 送 信 す る 処 理 と 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 の 記 憶 内 容 に も
と づ い て メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 を 特 定 す る 処 理 と 、 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権 限 を 記 憶 す
る 権 限 情 報 記 憶 部 か ら 、 特 定 さ れ た 静 的 組 織 に 付 与 さ れ る 権 限 を 抽 出 す る 処 理 と を を 実 行
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 効 果 は 、 動 的 組 織 を 構 成 す る メ ン バ の 信 頼 性 を 容 易 に 保 証 す る こ と が で
き 、 そ の 結 果 、 動 的 組 織 の 信 頼 性 も 保 証 さ れ る こ と で あ る 。 そ の 理 由 は 、 静 的 組 織 で の 個
人 認 証 装 置 と 連 携 す る 個 人 認 証 連 携 手 段 を 有 す る こ と に よ っ て 、 静 的 組 織 で の 個 人 認 証 装
置 と 連 携 し て 動 的 組 織 の メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き る よ う に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 効 果 は 、 動 的 組 織 の 管 理 に 関 し て 管 理 者 の 手 間 を 増 加 さ せ る こ と な く 、
信 頼 性 が 保 証 さ れ た 動 的 組 織 を 管 理 す る こ と が で き る こ と で あ る 。 そ の 理 由 は 、 信 頼 性 を
保 証 さ れ た メ ン バ 自 身 が 動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 や 所 属 メ ン バ の 追 加 ・ 削 除 を 行 な う こ と が
で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 効 果 は 、 動 的 組 織 の メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る た め に 、 動 的 組 織 専 用 の
個 人 認 証 装 置 を 新 た に 導 入 す る 必 要 が な い こ と で あ る 。 従 っ て 、 個 人 認 証 装 置 の 運 用 で 必
要 な メ ン バ Ｉ Ｄ 発 行 な ど の 管 理 作 業 、 パ ス ワ ー ド 忘 れ の 対 応 な ど 、 運 用 の 手 間 の 増 加 が 発
生 し な い 。 そ の 理 由 は 、 静 的 組 織 で 運 用 し て い る 個 人 認 証 装 置 と 連 携 し て 、 メ ン バ の 信 頼
性 を 保 証 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 効 果 は 、 動 的 組 織 を 構 成 す る メ ン バ が 企 業 間 な ど 静 的 組 織 を ま た が っ て
も 、 信 頼 性 を 保 証 し た 動 的 組 織 を 構 成 で き る こ と で あ る 。 そ の 理 由 は 、 一 般 的 に 企 業 間 で
は 静 的 組 織 を 管 理 す る 方 法 が 統 一 さ れ て い な い の で 、 個 人 認 証 を 行 な う 方 式 や シ ス テ ム が
異 な っ て い る が 、 本 発 明 の 個 人 認 証 連 携 手 段 は 個 人 認 証 装 置 に 適 し た 個 人 認 証 装 置 連 携 手
段 を 自 動 的 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 動 的 組 織 を 構 成 す る メ ン バ の 個 人 認 証 を 統 一 的 に 行
な う こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 本 発 明 の 第 ５ の 効 果 は 、 メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 と 関 連 付 け て 動 的 組 織 に お け る メ ン
バ の 権 限 を 管 理 す る こ と に よ っ て 、 権 限 設 定 の 手 間 が 削 減 さ れ る こ と で あ る 。 企 業 間 な ど
静 的 組 織 を ま た が っ て 構 成 す る 動 的 組 織 で は 、 所 属 す る 静 的 組 織 に 応 じ て 動 的 組 織 で の 権
限 を 付 与 す る こ と が あ る 。 た と え ば 、 親 会 社 Ａ と 子 会 社 Ｂ で プ ロ ジ ェ ク ト α を 構 成 す る 場
合 、 親 会 社 Ａ の 社 員 に は プ ロ ジ ェ ク ト α の 機 密 書 類 を 参 照 可 能 に す る が 、 子 会 社 Ｂ の 社 員
に は 機 密 書 類 を 参 照 さ せ な い と い う よ う な 場 合 で あ る 。 本 発 明 で は 、 そ の よ う な 権 限 管 理
を 、 安 全 に 、 か つ 、 容 易 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 権 限 管 理 手 段 は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 か ら メ
ン バ が 所 属 す る 静 的 情 報 を 取 得 し て メ ン バ の 権 限 を 判 断 す る た め 、 メ ン バ が 所 属 す る 静 的
組 織 を 偽 る こ と が 困 難 に な り 、 か つ 、 権 限 管 理 の た め 個 々 の メ ン バ に 対 し て 所 属 す る 静 的
組 織 情 報 を 付 与 す る こ と が 不 要 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 、 図 １ に 示 す 動 的 組
織 管 理 シ ス テ ム は 、 １ つ 以 上 の 端 末 １ １ ， １ ２ と 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ と 、 １ つ 以 上 の 個
人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ と 、 通 信 回 線 （ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ） ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 端 末 １ １ ， １ ２ は 、 ユ ー ザ （ 動 的 組 織 の メ ン バ ） 、 ま た は 、 Ｅ Ｒ Ｐ （ Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ｐ ｒ ｉ
ｓ ｅ 　 Ｒ ｅ ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ 　 Ｐ ｌ ａ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ ） ソ フ ト ウ ェ ア な ど の シ ス テ ム が 、 動 的 組 織
の 形 成 や 動 的 組 織 情 報 の 参 照 を 要 求 す る た め に 使 用 す る 端 末 で あ る 。 端 末 １ １ ， １ ２ と し
て 、 デ ス ク ト ッ プ 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 ノ ー ト 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 モ バ イ
ル ツ ー ル 、 Ｓ Ｔ Ｂ （ Ｓ ｅ ｔ － Ｔ ｏ ｐ 　 Ｂ Ｏ Ｘ ） な ど の ほ か 、 携 帯 電 話 機 、 Ｐ Ｈ Ｓ 端 末 、 Ｐ
Ｄ Ａ （ 携 帯 情 報 端 末 ： Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ｓ ） な ど
を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ は 、 処 理 部 ２ １ と 記 憶 部 ２ ２ と を 備 え て い る 。 処 理 部 ２ １ は 、 組 織
情 報 形 成 部 ２ １ １ と 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ と 個 人 認 証 連 携 部 ２ １ ３ と を 含 む 。 組 織 情 報 形
成 部 ２ １ １ は 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ と メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 端 末 １ １ ， １ ２ か ら の 動 的 組 織 作 成 や 動 的 組 織 削 除 の 要
求 を 受 け 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 動 的 組 織 情 報 を 登 録 し た り 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部
２ ２ ａ か ら 動 的 組 織 情 報 を 削 除 す る 処 理 を 行 な う 。 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 端 末 １
１ ， １ ２ か ら 要 求 を 受 け た と き に 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ と 連 携 し て 、 端 末 １ １ ， １
２ か ら 要 求 を 出 し た ユ ー ザ の 信 頼 性 を 確 認 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 端 末 １ １ ， １ ２ か ら の 動 的 組 織 へ の メ ン バ 追 加 や 削 除 の 要
求 を 受 け 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 、 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ を 登 録 し た り 、 動 的
組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら メ ン バ を 削 除 す る 処 理 を 行 な う 。 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、
端 末 １ １ ， １ ２ か ら 要 求 を 受 け た と き に 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ と 連 携 し て 、 端 末 １
１ ， １ ２ か ら 要 求 を 出 し た ユ ー ザ の 信 頼 性 を 確 認 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ は 、 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ と 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ
と を 含 む 。 動 的 組 織 認 証 と は 、 メ ン バ が 動 的 組 織 に 所 属 し て い る こ と を 証 明 す る こ と で あ
る 。 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ は 、 端 末 １ １ ， １ ２ か ら の 動 的 組 織 認 証 の 要 求 を 受 け 、 指
定 さ れ た メ ン バ が 指 定 さ れ た 動 的 組 織 に 所 属 す る か 否 か を 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら
検 索 し 、 認 証 結 果 を 端 末 １ １ ， １ ２ に 返 す 手 段 で あ る 。 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ は
、 端 末 １ １ ， １ ２ か ら の 動 的 組 織 に 関 す る 情 報 参 照 要 求 を 受 け 、 要 求 さ れ た 動 的 組 織 に 関
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す る 所 属 メ ン バ な ど の 情 報 を 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら 取 得 し 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２
１ ３ ａ と 連 携 し て 要 求 者 の 信 頼 性 を 確 認 し た の ち 、 そ の 要 求 者 に 公 開 可 能 な 情 報 を 返 す 手
段 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 個 人 認 証 連 携 部 ２ １ ３ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ と 、 そ れ ぞ れ が 特 定 の 個 人 認 証 方
式 に も と づ く 認 証 要 求 を 出 力 す る １ つ 以 上 の 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ と を 含 む 。 個
人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 組 織 情 報 形 成 部 ２ １ １ や 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ か ら メ ン バ の
信 頼 性 確 認 の 要 求 （ 以 下 、 メ ン バ 認 証 と い う 。 ） を 受 け 、 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ と 連 携
し て メ ン バ 認 証 を 行 な う 手 段 で あ る 。 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記
憶 部 ２ ２ ｃ か ら 、 ど の 個 人 認 証 装 置 で 対 象 メ ン バ の 信 頼 性 を 確 認 す れ ば よ い か の 情 報 （ 具
体 的 に は 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ ） を 取 得 し 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら そ の 個 人 認 証
装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 認 証 方 式 を 取 得 す る 。 そ し て 、 そ の 認 証 方 式 に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置
連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ を 選 択 し て 認 証 を 実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ が 、 信 頼 性 確 認 の 対 象 で あ る メ ン バ に 対 応 す る 個 人 認
証 装 置 Ｉ Ｄ が 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 存 在 し な い 場 合 に は 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 す
る 手 段 に よ っ て 指 定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 に 対 し て 認 証 を 要 求 す る か 、 ま た は 、 個 人 認 証 装
置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ に 登 録 さ れ て い る 全 て の 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ に 対 し て 順 に 認 証 を
要 求 し 、 認 証 が 成 功 し た 場 合 に 、 新 規 に そ の メ ン バ に 対 応 す る 個 人 認 証 対 応 情 報 （ メ ン バ
の Ｉ Ｄ と メ ン バ を 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 の 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と の 組 み ） を 個 人 認 証 対 応 情
報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 追 加 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ は 、 連 携 す る 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ の 認 証 方 式 （ Ｌ Ｄ
Ａ Ｐ な ど ） ご と に １ つ 以 上 存 在 す る 。 例 え ば 、 シ ス テ ム 内 に 存 在 す る 全 て の 個 人 認 証 装 置
３ １ ， ３ ２ が 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ に も と づ く 認 証 方 式 （ 認 証 方 式 Ｐ と す る 。 ） と そ れ 以 外 の １ 種 類
の 認 証 方 式 （ 認 証 方 式 Ｑ と す る 。 ） と の い ず れ か を 使 用 し て い る 場 合 に は 、 認 証 方 式 Ｐ に
対 応 す る 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ と 、 認 証 方 式 Ｑ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段
２ １ ３ ｂ と の ２ つ が 設 け ら れ る 。 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２
１ ３ ａ か ら の メ ン バ 認 証 の 要 求 を 、 認 証 方 式 ご と の 要 求 に 変 換 し 、 連 携 す る 個 人 認 証 装 置
に 対 し て 、 メ ン バ の 認 証 の 要 求 を 通 信 回 線 ４ を 介 し て 送 信 す る 手 段 で あ る 。 そ し て 、 要 求
に 応 じ て メ ン バ の 認 証 を 実 行 し た 個 人 認 証 装 置 か ら 、 通 信 回 線 ４ を 介 し て 認 証 結 果 を 受 信
し 、 受 信 し た 認 証 結 果 を 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 返 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 記 憶 部 ２ ２ は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ お よ び 個 人
認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ を 含 む 。 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ は 、 動 的 組 織 の Ｉ Ｄ 、 組 織
名 称 お よ び 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ の Ｉ Ｄ を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ と 信 頼 関 係 を 持 つ 個 人 認 証 装 置
３ １ ， ３ ２ に 関 す る 情 報 を 記 憶 し 、 個 人 認 証 装 置 の Ｉ Ｄ （ 以 下 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と い う
。 ） と 認 証 方 式 と サ ー バ の ア ド レ ス な ど の 連 携 に 必 要 な 情 報 （ 個 人 認 証 装 置 を ア ク セ ス す
る た め の 情 報 ） と を 、 対 応 さ せ て あ ら か じ め 記 憶 し て い る 。 例 え ば 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２
の 管 理 者 が 、 シ ス テ ム を 稼 働 さ せ る と き や 、 シ ス テ ム 稼 働 後 の 必 要 な と き に 、 入 力 手 段 （
図 示 せ ず ） か ら 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ 、 お よ び 、 そ れ に 対 応 す る 認 証 方 式 と サ ー バ の ア ド レ
ス な ど の 連 携 に 必 要 な 情 報 と を 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ に 登 録 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 、 つ ま り 、 メ ン バ の Ｉ Ｄ と メ ン バ
を 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 の 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と の 組 み を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ は 、 企 業 な ど の 組 織 に お い て 、 情 報 シ ス テ ム の 利 用 を 目 的 し た
社 員 認 証 な ど の 個 人 認 証 の 仕 組 み を 提 供 す る 装 置 で 、 一 般 に 、 メ ン バ の Ｉ Ｄ や パ ス ワ ー ド
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を 管 理 し て い る 。 加 え て 、 部 や 課 な ど の 静 的 組 織 の 情 報 を 管 理 す る 機 能 を 合 わ せ て 有 し て
い て も よ い 。 た と え ば 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ サ ー バ 、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の Ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ Ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ
ｏ ｒ ｙ サ ー バ 、 ま た は 単 純 に 社 員 Ｉ Ｄ お よ び パ ス ワ ー ド を デ ー タ ベ ー ス に 格 納 し て 認 証 結
果 を 返 す 装 置 な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 通 信 回 線 ４ と し て 、 公 知 の 公 衆 回 線 、 商 業 回 線 、 ま た は 専 用 回 線 を 用 い る こ と が で き る
。 ま た 、 端 末 1１ ， １ ２ と 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ の 間 と 、 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ と 動 的 組
織 管 理 装 置 ２ の 間 と で 、 同 一 ま た は 別 の 通 信 回 線 を 用 い て も よ い 。 さ ら に 、 通 信 回 線 ４ は
、 端 末 1１ ， １ ２ 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ 、 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ の そ れ ぞ れ の 間 を 、 無
線 あ る い は 有 線 で 接 続 可 能 な 回 線 で あ り 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 網 、 公 衆 回 線 網 、 専 用 回 線 網
、 イ ン タ ー ネ ッ ト お よ び イ ン ト ラ ネ ッ ト で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ と し て 、 サ ー バ 装 置 を 用 い る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 組 織
情 報 形 成 部 ２ １ １ 、 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ お よ び 個 人 認 証 連 携 部 ２ １ ３ は 、 そ れ ら が 実 行
す る 処 理 を 実 現 す る た め の サ ー バ 装 置 に 搭 載 さ れ た プ ロ グ ラ ム と 、 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 処
理 を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ と で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ ～ 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 第 １ の 形 態 の 動 作 に つ い て 説
明 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 （ １ ） 動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 、 （ ２ ） 動 的 組 織 へ の 所 属 メ ン
バ 追 加 ・ 削 除 、 （ ３ ） 動 的 組 織 認 証 、 （ ４ ） 動 的 組 織 情 報 参 照 の ４ つ 処 理 が 行 わ れ る 。 ４
つ の 処 理 に お い て 、 メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る た め に 、 （ ５ ） メ ン バ 認 証 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま ず 、 （ ５ ） メ ン バ 認 証 の 処 理 に つ い て 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 し た 手 段 （ 組 織 情 報 形 成 部 ２ １ １ ま た は
組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ ） か ら 、 個 人 認 証 に 必 要 と さ れ る メ ン バ の Ｉ Ｄ （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ） と
認 証 方 法 ご と に 異 な る パ ス ワ ー ド な ど の 情 報 （ 以 下 、 個 人 認 証 用 情 報 と い う 。 ） と を 受 け
取 る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 次 に 、 受 け 取 っ た 個 人 認 証 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 個
人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ か ら 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 個 人 認 証 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ が 存 在 し た
場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る
個 人 認 証 装 置 の 情 報 を 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 個
人 認 証 装 置 の 情 報 は 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ な ど の 認 証 方 式 と 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証
装 置 に 接 続 す る た め 情 報 （ 以 下 、 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 と い う 。 ） と を 含 む 。 個 人
認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 は 、 例 え ば 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る Ｌ Ｄ Ａ Ｐ サ ー バ ア ド レ ス
で あ る 。 以 下 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と し て 、 個 人 認 証
装 置 ３ １ を 示 す 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ が 取 得 さ れ た と し て 説 明 を 進 め る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 取 得 し た 認 証 方 式 に
適 し た 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 認 証 に 必 要 な 個 人 認 証
Ｉ Ｄ 、 個 人 認 証 用 情 報 、 お よ び 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報
を 、 選 択 し た 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ に 出 力 す る 。 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ
は 、 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 を 用 い て 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 ３
１ に 対 し て 個 人 認 証 を 要 求 し 、 認 証 成 功 ／ 認 証 失 敗 の 結 果 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。
こ の よ う に 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 に 適 し
た 認 証 方 式 を 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 抽 出 し 、 個 人 認 証 連 携 手 段 に よ っ て 抽 出
さ れ た 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ ２ ｂ が 、 個 人 認 証 装 置 に 静 的 組 織 に お け る メ ン バ の 個 人 認
証 を 依 頼 す る 。 そ し て 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 認 証 結 果 を 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段
２ １ ３ ｂ か ら 取 得 し 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 し た 手 段 に 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 メ ン バ 認 証 を
要 求 し た 手 段 （ 動 的 組 織 処 理 実 行 部 ） は 、 認 証 成 功 の 結 果 を 受 け た ら 、 す な わ ち 、 処 理 （
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動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 、 動 的 組 織 へ の 所 属 メ ン バ 追 加 ・ 削 除 、 動 的 組 織 認 証 、 動 的 組 織 情
報 参 照 等 ） の 要 求 者 が 動 的 組 織 の メ ン バ で あ る こ と を 個 人 認 証 連 携 部 ２ １ ３ が 確 認 し た ら
、 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 個 人 認 証 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 対 応 情 報 が 存 在 し な
い 場 合 、 す な わ ち 個 人 認 証 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ が 存 在 し な い 場 合 に は （ ス テ
ッ プ Ｓ ３ ） 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 を 行 う 個 人 認 証 装 置 ３ １ の 個 人 認 証
装 置 Ｉ Ｄ が 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 し た 手 段 に よ っ て 指 定 さ れ て い る か 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ８
） 、 指 定 さ れ て い な い 場 合 に は 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 し た 手 段 に 対 し て 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ の
指 定 （ 選 択 ） を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 そ し て 、 指 定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ に 対 応
す る 個 人 認 証 装 置 ３ １ の 情 報 を 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ の 処 理 と 同 様
に 、 認 証 方 式 に 適 し た 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ は 、 個 人 認 証 装 置 ３ １ に 対 し て 個 人 認 証 を 要 求 し 、 認 証
成 功 ／ 認 証 失 敗 の 結 果 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。 認 証 成 功 し た 場 合 に は 、 個 人 認 証
連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 、 新 規 の 個 人 認 証 対 応 情 報 （ 個 人
認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と の を 組 み ） を 追 加 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 メ ン バ 認 証 を 要 求 す る 手 段 （ 組 織 情 報 形 成 部 ２ １ １ ま た
は 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ ） に 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 明 示 的 に 指 定 さ せ る の で は な く 、 個 人
認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ が 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ に 登 録 さ れ て い る 全 て の 個 人 認
証 装 置 ３ １ ， ３ ２ に 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 で 個 人 認 証 を 実 行 さ せ 、 認 証 成 功 し
た 個 人 認 証 装 置 の 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 含 む 個 人 認 証 対 応 情 報 を 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２
２ ｃ に 登 録 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ が １ つ 以 上 の 個 人 認 証 装 置 ３ １ ， ３ ２ と 連 携 し た 場 合 、 個 人 認 証 Ｉ
Ｄ が 重 複 す る 可 能 性 が あ る 。 例 え ば 、 個 人 認 証 装 置 ３ １ が 記 憶 し て い る メ ン バ の Ｉ Ｄ や パ
ス ワ ー ド が 個 人 認 証 装 置 ３ ２ が 記 憶 し て い る メ ン バ の Ｉ Ｄ や パ ス ワ ー ド と 、 た ま た ま 一 致
す る よ う な 場 合 で あ る 。 そ の 場 合 の 対 策 と し て 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 連 結
し た Ｉ Ｄ を 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 “ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ． （ ド ッ
ト ） 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ ” と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 （ １ ） 動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 動 的 組 織 を 新 規 に 作 成 す る 処 理 に つ い て 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す
る 。 動 的 組 織 を 生 成 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 、 例 え ば 端 末 １ １ に 、 動 的 組 織 作 成 の 要 求 と 、 後
述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 な お 、 動 的 組 織 作 成 の 要 求 と 必 要 な 情 報 と は 、 ユ ー ザ か
ら 入 力 さ れ る の で は な く 、 端 末 １ １ に 実 装 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム や 他 の
装 置 か ら 入 力 さ れ る こ と も あ る 。 こ の こ と は 、 以 下 に 説 明 す る 他 の 処 理 （ 動 的 組 織 の 削 除
、 動 的 組 織 へ の 所 属 メ ン バ 追 加 ・ 削 除 、 動 的 組 織 認 証 、 動 的 組 織 情 報 参 照 ） に お い て も 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 端 末 １ １ は 、 入 力 さ れ た 要 求 お よ び 情 報 を 通 信 回 線 ４ を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送
信 す る 。 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お い て 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 端 末 １ １ か ら 動 的
組 織 作 成 の 要 求 を 受 け 取 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。 要 求 に は 、 作 成 す る 動 的 組 織 の Ｉ Ｄ （ 動
的 組 織 Ｉ Ｄ ） や 組 織 名 称 な ど の 情 報 、 お よ び 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 認 証 用 の 個 人 認 証 Ｉ
Ｄ と 認 証 用 の 個 人 認 証 用 情 報 と が 付 随 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 個 人 認 証 Ｉ Ｄ お よ び 個 人 認
証 用 情 報 を 渡 し メ ン バ 認 証 を 実 行 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。 メ ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に 説
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明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 認 証 成 功 の 場 合 に は 、
動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ を 検 索 し て 動 的 組 織 Ｉ Ｄ の 重 複 が な い か 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２
３ ， Ｓ ２ ４ ） 、 重 複 が な け れ ば 新 規 の 動 的 組 織 と し て 動 的 組 織 Ｉ Ｄ な ど の 情 報 を 動 的 組 織
情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 追 加 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ） 。 ま た 、 動 的 組 織 作 成 の 要 求 を 出 し た ユ
ー ザ を 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ と し て 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 登 録 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 動 的 組 織 を 削 除 す る 処 理 に つ い て 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 動
的 組 織 に 所 属 す る ユ ー ザ は 、 動 的 組 織 を 削 除 し よ う と す る と き に 、 例 え ば 端 末 １ １ に 、 動
的 組 織 削 除 の 要 求 と 、 後 述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 端 末 １ １ は 、 入 力 さ れ た 要 求 お
よ び 情 報 を 通 信 回 線 ４ を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送 信 す る 。 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お
い て 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 端 末 １ か ら 動 的 組 織 削 除 の 要 求 を 受 け 取 る （ ス テ ッ
プ Ｓ ３ １ ） 。 要 求 に は 、 削 除 す る 動 的 組 織 Ｉ Ｄ 、 お よ び 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 認 証 用 の
個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 と が 付 随 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人
認 証 用 情 報 を 渡 し メ ン バ 認 証 を 実 行 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） 。 メ ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に
説 明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 認 証 成 功 の 場 合 に は
、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ を 検 索 し て 、 要 求 を 出 し た ユ ー ザ が 、 削 除 す る 動 的 組 織 の 所
属 メ ン バ で あ る か 否 か 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ， Ｓ ３ ４ ） 。 そ の 確 認 は 、 動 的 組 織 に 所
属 す る メ ン バ に の み 削 除 の 権 限 を 付 与 す る た め に 実 行 さ れ る 。 メ ン バ が 、 削 除 す る 動 的 組
織 に 含 ま れ て い る メ ン バ で あ れ ば 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 指 定 さ れ た 動 的 組 織 の
情 報 を 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら 削 除 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ） 。 な お 、 動 的 組 織 に 所
属 す る メ ン バ の う ち の 特 定 の メ ン バ に 管 理 者 の 権 限 を 付 与 し 、 管 理 者 し か 削 除 で き な い よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 （ ２ ） 動 的 組 織 へ の 所 属 メ ン バ 追 加 ・ 削 除 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ を 追 加 す る 処 理 に つ い て 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照
し て 説 明 す る 。 動 的 組 織 に メ ン バ を 追 加 し よ う と 意 図 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 、 例 え ば 端 末 １
１ に 、 所 属 メ ン バ 追 加 の 要 求 と 、 後 述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 端 末 １ １ は 、 入 力 さ
れ た 要 求 お よ び 情 報 を 通 信 回 線 ４ を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送 信 す る 。 動 的 組 織 管 理
装 置 ２ に お い て 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 端 末 １ １ か ら 所 属 メ ン バ 追 加 の 要 求 を 受 け
取 る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ） 。 要 求 に は 、 追 加 対 象 の 動 的 組 織 Ｉ Ｄ 、 追 加 す る メ ン バ の 個 人 認
証 Ｉ Ｄ 、 お よ び 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 認 証 用 の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 と が 付 随
す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情
報 と を 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 渡 し メ ン バ 認 証 を 実 行 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 。 メ
ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に 説 明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、
認 証 成 功 の 場 合 に は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ を 検 索 し て 、 要 求 を 出 し た ユ ー ザ が 、 メ
ン バ を 追 加 す る 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ で あ る か 否 か 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ， Ｓ ５ ４ ）
。 そ の 確 認 は 、 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ に の み メ ン バ を 追 加 す る 権 限 を 付 与 す る た め に
実 行 さ れ る 。 要 求 を 出 し た ユ ー ザ が 動 的 組 織 に 所 属 し て い れ ば 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ
は 、 動 的 組 織 の 所 属 メ ン バ と し て 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 追 加 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５
） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ を 削 除 す る 動 作 に つ い て 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説
明 す る 。 動 的 組 織 か ら メ ン バ 削 除 し よ う と 意 図 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 、 例 え ば 端 末 １ １ に 、
所 属 メ ン バ 削 除 の 要 求 と 、 後 述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 端 末 １ １ は 、 入 力 さ れ た 要
求 お よ び 情 報 を 通 信 回 線 ４ を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送 信 す る 。 動 的 組 織 管 理 装 置 ２
に お い て 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 端 末 １ か ら 所 属 メ ン バ 削 除 の 要 求 を 受 け 取 る （ ス
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テ ッ プ Ｓ ５ １ ） 。 要 求 に は 、 削 除 対 象 の 動 的 組 織 Ｉ Ｄ 、 削 除 す る メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ 、
お よ び 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 認 証 用 の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 と が 付 随 す る 。 基
本 的 に は 、 削 除 す る メ ン バ 自 身 が 所 属 メ ン バ 削 除 の 権 限 を 保 有 す る が 、 動 的 組 織 に 所 属 す
る メ ン バ の う ち の 特 定 の メ ン バ に 管 理 者 の 権 限 を 付 与 し 、 管 理 者 が 所 属 メ ン バ 削 除 の 要 求
を 出 せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情
報 と を 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 渡 し メ ン バ 認 証 を 実 行 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 。 メ
ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に 説 明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、
認 証 成 功 の 場 合 に は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら 指 定 メ ン バ を 削 除 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
５ ６ ） 。 メ ン バ を 削 除 し た 結 果 、 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ が 存 在 し な く な っ た 場 合 に は
、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 動 的 組 織 自 体 を 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら 削 除 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ ， Ｓ ５ ６ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 （ ３ ） 動 的 組 織 認 証 の 処 理 に つ い て 、 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る
。 動 的 組 織 認 証 と は 、 指 定 さ れ た 動 的 組 織 に 指 定 さ れ た メ ン バ が 所 属 し て い る こ と を 認 証
す る こ と で あ る が 、 フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム な ど が 、 動 的 組 織 が 所 有 す る フ ァ イ ル を 、 要 求
し た メ ン バ に 対 し て 公 開 し て よ い か 判 断 す る 場 合 な ど に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 動 的 組 織 認 証 を 意 図 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 、 例 え ば 端 末 １ １ に 、 動 的 組 織 認 証 の 要 求 と 、
後 述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 端 末 １ １ は 、 入 力 さ れ た 要 求 お よ び 情 報 を 通 信 回 線 ４
を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送 信 す る 。 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お い て 、 動 的 組 織 認 証 手
段 ２ １ ２ ａ は 、 端 末 １ １ か ら 動 的 組 織 認 証 の 要 求 を 受 け 取 る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ） 。 要 求 に
は 、 認 証 の 対 象 と な る 動 的 組 織 の 動 的 組 織 Ｉ Ｄ と 、 要 求 し た メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ お よ び
個 人 認 証 用 情 報 が 含 ま れ る 。 次 に 、 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ は 、 要 求 を 出 し た メ ン バ の
個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 と を 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 渡 し メ ン バ 認 証 を 実 行 さ
せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ） 。 メ ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に 説 明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ は 、 メ ン バ 認 証 に 成 功 し た 場 合 に は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２
ａ を 検 索 し て 、 そ の メ ン バ が 認 証 の 対 象 と な る 動 的 組 織 に 所 属 す る か 否 か 確 認 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ ６ ３ ， Ｓ ６ ４ ） 。 そ し て 、 所 属 し て い た 場 合 は 認 証 成 功 の 結 果 を 要 求 者 （ 具 体 的 に
は 端 末 １ １ ） に 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ） 。 ま た 、 所 属 し て い な い 場 合 は 認 証 失 敗 の 結 果 を
要 求 者 に 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 最 後 に 、 （ ４ ） 動 的 組 織 情 報 参 照 の 処 理 に つ い て 、 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説
明 す る 。 動 的 組 織 情 報 参 照 は 、 動 的 組 織 の メ ン バ が 自 分 が 所 属 す る 動 的 組 織 に つ い て メ ン
バ の 一 覧 な ど の 情 報 を 参 照 す る と き に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 動 的 組 織 情 報 参 照 を 意 図 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 、 例 え ば 端 末 １ １ に 、 動 的 組 織 情 報 参 照 の
要 求 と 、 後 述 す る 必 要 な 情 報 と を 入 力 す る 。 端 末 １ １ は 、 入 力 さ れ た 要 求 お よ び 情 報 を 通
信 回 線 ４ を 介 し て 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 送 信 す る 。 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お い て 、 動 的 組
織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ は 、 端 末 １ １ か ら 動 的 組 織 情 報 参 照 の 要 求 を 受 け 取 る （ ス テ ッ プ
Ｓ ７ １ ） 。 要 求 に は 、 動 的 組 織 情 報 の 参 照 を 要 求 を 出 し た メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認
証 用 情 報 と が 付 随 す る 。 次 に 、 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １
３ ａ に 要 求 を 出 し た メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 個 人 認 証 用 情 報 と を 渡 し て メ ン バ 認 証 を 実 行
さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ ） 。 メ ン バ 認 証 の 仕 方 は 既 に 説 明 し た と お り で あ る （ 図 ２ 参 照 ）
。 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ は 、 認 証 成 功 の 場 合 に は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か
ら 指 定 メ ン バ が 所 属 す る す べ て の 動 的 組 織 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ， Ｓ
７ ４ ） 。 そ し て 、 取 得 し た 所 属 メ ン バ な ど の 動 的 組 織 の 情 報 を 要 求 者 に 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ
７ ５ ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 な お 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ が 動 的 組 織 を 削 除 す る 処 理 を 行 う と き 、 メ ン バ 管 理 手
段 ２ １ １ ｂ が 動 的 組 織 に メ ン バ を 追 加 し た り 動 的 組 織 か ら メ ン バ を 削 除 す る と き 、 動 的 組
織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ が 動 的 組 織 認 証 の 処 理 を 行 う と き 、 お よ び 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ
が 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ か ら 動 的 組 織 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る と き （ 動 的 組 織 に 関 す
る 情 報 を 参 照 す る 処 理 を 実 行 す る と き ） に 、 処 理 の 要 求 者 が 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に
動 的 組 織 の メ ン バ と し て 登 録 さ れ て い な い 場 合 に は 、 個 人 認 証 連 携 部 ２ １ ３ に 要 求 者 の 認
証 を 依 頼 す る こ と な く 、 処 理 を 実 行 し な い よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 指 定 さ れ た 動 的
組 織 に 要 求 者 が 所 属 し て い る か 否 か に よ っ て 、 要 求 者 の 処 理 実 行 権 限 を 認 め た り 制 限 し た
り す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 が 、 静 的
組 織 に お い て 個 人 認 証 を 行 な う 個 人 認 証 装 置 と 連 携 し て 動 的 組 織 に 所 属 す る メ ン バ の 信 頼
性 を 保 証 す る こ と に よ っ て 、 信 頼 性 の 高 い 動 的 組 織 管 理 を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 、 信
頼 性 を 保 証 さ れ た メ ン バ 自 身 が 動 的 組 織 の 作 成 ・ 削 除 や 所 属 メ ン バ の 追 加 ・ 削 除 を 行 な う
こ と に よ っ て 、 管 理 者 の 手 間 を 増 加 さ せ な い 動 的 組 織 の 管 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 加 え て 、 個 人 認 証 装 置 と の 連 携 手 段 を 適 切 な も の に 自 動 選 択 す る 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １
３ ａ を 有 す る こ と で 、 メ ン バ の 信 頼 性 を 保 証 す る 方 法 が 異 な る 静 的 組 織 間 で も 動 的 組 織 を
管 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 、 図 ９ に 示 す 第 ２ の
実 施 の 形 態 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ ０ に お け る 制 御 部 ２ １ が 権 限
管 理 部 ２ １ ４ を 有 し 、 記 憶 部 ２ ２ が 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ を 有 す る 点 で 、 第 １ の 実 施 の 形
態 と は 異 な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 権 限 管 理 部 ２ １ ４ は 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ と 権 限 設 定 手 段 ２ １ ４ ｂ と を 含 む 。 権 限 確
認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ 、 動 的 組 織 認 証
手 段 ２ １ ２ ａ ま た は 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ の 要 求 に 応 じ て 動 作 し 、 要 求 を 出 し た
メ ン バ が 各 手 段 を 実 行 す る 権 限 を 保 有 し て い る か 否 か 判 断 す る 。 具 体 的 に は 、 要 求 を 出 し
た メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 つ ま り 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ か
ら 取 得 し 、 そ の 静 的 組 織 が 権 限 を 保 有 し て い る か 否 か を 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ か ら 検 索 す
る 。 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ と 権 限 設 定 手 段 ２ １ ４ ｂ は 、 そ れ ら が 実 行 す る 処 理 を 実 現 す る
た め の サ ー バ 装 置 に 搭 載 さ れ た プ ロ グ ラ ム と 、 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 処 理 を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ
と で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 権 限 設 定 手 段 ２ １ ４ ｂ は 、 端 末 １ １ ， １ ２ か ら の 権 限 設 定 の 要 求 を 受 け 、 権 限 情 報 記 憶
部 ２ ２ ｄ に 権 限 情 報 を 設 定 す る 手 段 で あ る 。 権 限 設 定 の 要 求 は 、 静 的 組 織 単 位 つ ま り 個 人
認 証 装 置 Ｉ Ｄ 単 位 で 、 動 的 組 織 の 作 成 権 限 ・ 削 除 権 限 、 所 属 メ ン バ の 追 加 権 限 ・ 削 除 権 限
、 動 的 組 織 情 報 の 参 照 権 限 、 権 限 の 設 定 権 限 な ど の 権 限 を 付 与 ・ 剥 奪 す る と い う 内 容 に な
る 。 こ の と き 、 権 限 設 定 手 段 ２ １ ４ ｂ は 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ と 連 携 し て 端 末 １ １
， １ ２ か ら 要 求 を 出 し た ユ ー ザ の 信 頼 性 を 確 認 し 、 ま た 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ と 連 携 し
て 要 求 者 が 権 限 設 定 を す る 権 限 を 保 持 す る か を 確 認 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ は 、 静 的 組 織 が 保 持 す る 権 限 、 具 体 的 に は 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と
権 限 種 別 （ 動 的 組 織 の 作 成 権 限 な ど ） の 組 み を 記 憶 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 静
的 組 織 （ 具 体 的 に は 静 的 組 織 の メ ン バ ） に 付 与 さ れ る 権 限 を 記 憶 し て い る 。 例 え ば 、 動 的
組 織 管 理 装 置 ２ の 管 理 者 が 、 シ ス テ ム を 稼 働 さ せ る と き や 、 シ ス テ ム 稼 働 後 の 必 要 な と き
に 、 入 力 手 段 （ 図 示 せ ず ） か ら 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ 、 お よ び そ れ に 対 応 す る 権 限 種 別 を 権
限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ に 登 録 す る 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 権 限 確 認 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 権 限 確 認
手 段 ２ １ ４ ａ は 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ 、 動 的 組 織 認 証 手
段 ２ １ ２ ａ ま た は 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段 ２ １ ２ ｂ か ら 権 限 確 認 の 要 求 を 受 け た と き に 動 作
す る 。 要 求 を 受 け る タ イ ミ ン グ は 、 そ れ ぞ れ の 動 作 に お い て メ ン バ 認 証 が 成 功 し た 直 後 に
な る 。 た と え ば 、 図 ３ に 示 さ れ た 動 的 組 織 の 作 成 に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ の 動 的 組 織
情 報 登 録 の 直 前 に な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 そ れ ぞ れ の 手 段 か ら 、 要 求 の 内 容 と し て 、 確 認 す る 権 限 種 別
と 対 象 と な る メ ン バ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ を 受 け 取 る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 次 に 、 対 象 と な る
メ ン バ を 認 証 す る 個 人 認 証 装 置 の 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ か ら
取 得 す る 。 つ ま り 、 対 象 と な る メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 を 示 す 情 報 を 取 得 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 さ ら に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ を キ ー に 権 限 情 報 記
憶 部 ２ ２ ｄ を 検 索 し 、 対 象 と な る 権 限 を 静 的 組 織 が 保 有 し て い る か 否 か の 情 報 を 取 得 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。 最 後 に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 権 限 を 保 有 し て い る か 否 か の
情 報 を 、 権 限 確 認 を 要 求 し た 手 段 に 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 権 限 確 認 を 要 求 し た 手 段
は 、 権 限 を 保 有 し て い な い と い う 情 報 を 受 け た 場 合 に は 、 動 的 組 織 作 成 な ど の 処 理 を 取 り
や め る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 権 限 管 理 部 ２ １ ４ は 、 動 的 組 織 処 理 実 行 部 （ 組 織 情
報 形 成 部 ２ １ １ ま た は 組 織 情 報 参 照 部 ２ １ ２ ） の 要 求 に 応 じ て 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部
２ ２ ｂ の 記 憶 内 容 に も と づ い て メ ン バ が 属 す る 静 的 組 織 を 特 定 し 、 特 定 し た 静 的 組 織 に 付
与 さ れ る 権 限 を 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ か ら 抽 出 し 、 抽 出 し た 権 限 を 動 的 組 織 処 理 実 行 部 に
返 す 。 動 的 組 織 処 理 実 行 部 は 、 処 理 の 要 求 を 行 っ た メ ン バ が 、 処 理 の 権 限 が な い こ と を 権
限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ か ら 通 知 さ れ る と 、 処 理 を 実 行 し な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 が 、 個 人
認 証 の 情 報 か ら メ ン バ が 所 属 す る 静 的 組 織 を 判 断 し て 、 動 的 組 織 作 成 ・ 削 除 や 所 属 メ ン バ
追 加 ・ 削 除 、 動 的 組 織 情 報 の 参 照 な ど の 動 的 組 織 に お け る 権 限 を 制 御 す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 メ ン バ が 、 所 属 す る 静 的 組 織 を 偽 る こ と が 困 難 に な る 。 加 え て 、 静 的 組 織 に 依
存 し た 権 限 制 御 を 行 な う た め の 、 メ ン バ 個 々 へ の 権 限 付 与 の 手 間 を 軽 減 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 例 は 本 発 明 の 第
１ の 実 施 の 形 態 に 対 応 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 ３ つ の 企 業 間 の 社 員 で 動 的 組 織 を 構 成 さ れ
る と す る 。 企 業 Ａ は 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ で 社 員 を 管 理 す る 個 人 認 証 装 置 Ａ を 、 企 業 Ｂ は 、 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ
で 社 員 を 管 理 す る 個 人 認 証 装 置 Ｂ を 、 企 業 Ｃ は 、 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た 独 自 の 認 証 管 理
を 行 っ て い る と す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ １ は 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る 個 人 認 証 装 置 の 情 報 の 例 を
示 す 説 明 図 で あ る 。 個 人 認 証 装 置 の 情 報 と し て 、 静 的 組 織 ご と の 個 人 認 証 装 置 を 識 別 す る
た め の 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ と 、 認 証 方 式 と 、 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ が 動 作 す る た め
に 必 要 と な る 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 と が 、 対 応 付 け て 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 １ ２ は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ に 記 憶 さ れ る 情 報 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
個 人 認 証 対 応 情 報 に は 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ と 、 メ ン バ の 認 証 を 行 な う 個 人 認 証 装 置 の 個 人 認 証
装 置 Ｉ Ｄ と が 組 み で 記 憶 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 ２ １ ３ ｂ と し て 、 Ｌ
Ｄ Ａ Ｐ 用 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 と 、 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た 独 自 の 認 証 装 置 連 携 手 段 の ２
種 類 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
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　 企 業 Ａ の 社 員 山 田 太 郎 氏  （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： yamada taro ）  が 企 業 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ を 横 断 し
て 構 成 す る 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ （ 動 的 組 織 Ｉ Ｄ ： PROJECT_X ） の 作 成 要 求 を 例 え ば 端
末 １ １ か ら 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 出 し た と す る 。 山 田 太 郎 氏 は 、 自 分 の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ 、 お
よ び 認 証 の た め に 必 要 な 個 人 認 証 用 情 報 と し て の パ ス ワ ー ド も 送 る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 動 的 組 織 の 作 成 の 要 求 を 受 け た 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 要 求 を 出 し た 山 田 太 郎 氏
の 信 頼 性 を 確 認 す る た め に 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  yamada taro と
パ ス ワ ー ド を 渡 し 、 メ ン バ 認 証 を 行 な わ せ る 。 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 対
応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  yamada taroの 情 報 （ 図 １ ２ に 示 す 情 報 １ ４ ０ １ ） か
ら 、 山 田 太 郎 氏 の 認 証 は 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_Aで 行 な わ れ る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 個 人 認 証 装 置
Ｉ Ｄ  kigyo_Aの 情 報 （ 図 １ １ に 示 す 情 報 １ ３ ０ １ ） を 取 得 し 、 認 証 方 式 の 情 報 か ら Ｌ Ｄ Ａ
Ｐ 用 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 に 対 し て 、 山 田 太 郎 氏 の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  yamada taroと パ ス ワ ー
ド と を 渡 す 。 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ 用 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 は 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 個
人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_Aの 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 （ 図 １ １ に 示 す 情 報 １ ３ ０ １ ） を
取 得 し 、 指 定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 Ａ に 対 し て 個 人 認 証 を 要 求 し 、 認 証 成 功 の 結 果 を 取 得 す
る 。 Ｌ Ｄ Ａ Ｐ 用 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 は 、 認 証 成 功 の 結 果 を 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ に
返 す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 結 果 を 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ に 出 力 す る 。 動 的 組
織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 山 田 太 郎 氏 の 信 頼 性 が 確 認 さ れ た の で 、 動 的 組 織 Ｉ Ｄ  PROJECT_X
の 重 複 が な い か 否 か 確 認 し て 、 重 複 が な い 場 合 に は 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 動 的 組
織 Ｉ Ｄ  PROJECT_Xの 動 的 組 織 を 登 録 し 、 さ ら に 、 山 田 太 郎 氏 を 所 属 メ ン バ と し て 登 録 す る
。 図 １ ３ は 、 こ の と き の 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 記 憶 さ れ る 情 報 の 例 を 示 す 。 動 的 組
織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ に 関 す る 情 報 は 情 報 １ ５ ０ １ に な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 山 田 太 郎 氏 が 企 業 Ｂ の 社 員 鈴 木 花 子 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： suzuki hanako） 、 企 業
Ｃ の 佐 藤 次 郎 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： sato jiro ） お よ び 企 業 Ａ の 社 員 林 三 郎 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ
Ｄ ： hayashi saburo） を 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ の メ ン バ と し て 追 加 し た と す る 。 す る と
、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 ２ ２ ａ に 情 報 が 記 憶 さ れ 、 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ
ク ト Ｘ に 関 す る 情 報 は 情 報 １ ６ ０ １ に な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 次 に 、 企 業 Ｃ の 佐 藤 次 郎 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： sato jiro） が 、 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ
（ 動 的 組 織 Ｉ Ｄ ： PROJECT_X ） の 所 属 メ ン バ か ら 自 分 を 削 除 す る 要 求 を 例 え ば 端 末 １ ２ か
ら 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 出 し た と す る 。 佐 藤 次 郎 氏 は 、 自 分 の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ お よ び 認 証 の
た め に 必 要 な パ ス ワ ー ド も 送 る 。 所 属 メ ン バ の 削 除 の 要 求 を 受 け た メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １
ｂ は 、 要 求 を 出 し た 佐 藤 次 郎 氏 の 信 頼 性 を 確 認 す る 。 す な わ ち 、 メ ン バ 認 証 を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 メ ン バ 認 証 の 方 法 は 、 基 本 的 に 山 田 太 郎 氏 の 場 合 と 同 様 で あ る が 、 佐 藤 次 郎 氏 が 所 属 す
る 企 業 Ｃ の 認 証 方 法 に 対 応 す る 企 業 Ｃ 用 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 が 使 用 さ れ る 点 が 異 な る 。
つ ま り 、 個 人 認 証 連 携 手 段 ２ １ ３ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｂ か ら 個 人 認 証 装 置
Ｉ Ｄ  kigyo_Cの 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段 用 情 報 （ 図 １ １ に 示 す 情 報 １ ３ ０ ２ ） を 取 得 し 、 指
定 さ れ た 個 人 認 証 装 置 Ｃ に 対 し て 個 人 認 証 を 要 求 す る 。 認 証 が 成 功 し た 場 合 に は 、 メ ン バ
管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は 、 メ ン バ 認 証 に 成 功 し た 佐 藤 次 郎 氏 を 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ の 所 属
メ ン バ か ら 削 除 す る 。 こ の と き 、 佐 藤 次 郎 氏 が 所 属 メ ン バ か ら 削 除 さ れ て も 所 属 メ ン バ の
数 が ０ に な ら な い の で 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ は 削 除 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 本 発 明
の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 対 応 す る 。
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【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ が 記 憶 す る 情 報 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 １ ５ に 示 さ れ
る 例 で は 、 企 業 Ａ に は 動 的 組 織 に 関 す る す べ て の 権 限 が 与 え ら れ て い る （ 図 １ ５ に お け る
情 報 １ ７ ０ １ 参 照 ） の に 対 し て 、 企 業 Ｃ に は 動 的 組 織 参 照 権 限 し か 与 え ら れ て い な い （ 図
１ ５ に お け る 情 報 １ ７ ０ ２ 参 照 ） 。 図 １ ５ に 示 す 例 で は 、 対 象 動 的 組 織 Ｉ Ｄ の 情 報 １ ７ ０
３ が あ る が 、 情 報 １ ７ ０ ３ は 、 所 属 メ ン バ 追 加 な ど の 権 限 制 御 の 対 象 を 特 定 の 動 的 組 織 に
限 定 す る 場 合 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 、 企 業 Ａ の 社 員 山 田 太 郎 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： yamada taro ）  が
動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ （ 動 的 組 織 Ｉ Ｄ ： PROJECT_X ） の 作 成 要 求 を 端 末 １ １ か ら 動 的 組
織 管 理 装 置 ２ に 出 し た と す る 。 山 田 太 郎 氏 の メ ン バ 認 証 が 成 功 す る ま で の 動 作 は 、 第 １ の
実 施 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 。 次 に 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 山 田 太 郎 氏 が 動 的 組 織
作 成 の 権 限 を 持 つ か 否 か 確 認 す る た め に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ に 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  yamad
a taroと 確 認 対 象 の 権 限 と し て 「 動 的 組 織 作 成 」 を 渡 す 。 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 個 人
認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  yamada taroの 情 報 （ 図 １ ２ に 示 す 情 報 １ ４ ０
１ ） か ら 、 山 田 太 郎 氏 は 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_Aで 認 証 さ れ る 静 的 組 織 に 所 属 す る と 判
断 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 次 に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_A が 権 限 「 動 的 組 織 作 成 」
を 持 つ か 否 か を 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ か ら 検 索 す る 。 こ の 場 合 、 権 限 「 動 的 組 織 作 成 」 を
持 つ の で （ 図 １ ５ 参 照 ） 、 動 的 組 織 形 成 手 段 ２ １ １ ａ は 、 第 １ の 実 施 例 の 場 合 と 同 様 の 処
理 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 次 に 、 山 田 太 郎 氏 が 企 業 Ｃ の 佐 藤 次 郎 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： sato jiro ） を 動 的 組 織 プ ロ
ジ ェ ク ト Ｘ の メ ン バ と し て 追 加 し た と す る 。 そ の あ と 、 企 業 Ｃ の 佐 藤 次 郎 氏 が 企 業 Ｂ の 社
員  鈴 木 花 子 氏 （ 個 人 認 証 Ｉ Ｄ ： suzuki hanako ） を 動 的 組 織 プ ロ ジ ェ ク ト Ｘ の 所 属 メ ン
バ と し て 追 加 す る 要 求 を 端 末 １ ２ か ら 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に 出 し た と す る 。 佐 藤 次 郎 氏 の
メ ン バ 認 証 成 功 ま で の 動 作 は 第 １ の 実 施 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 。 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ
は 、 佐 藤 次 郎 氏 が 所 属 メ ン バ 追 加 の 権 限 を 持 つ か 否 か 確 認 す る た め に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １
４ ａ に 、 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  sato jiroと 確 認 対 象 の 権 限 と し て 「 所 属 メ ン バ 追 加 」 を 渡 す 。 権
限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｃ の 個 人 認 証 Ｉ Ｄ  sato jiroの 情 報
（ 図 １ ２ に 示 す 情 報 １ ４ ０ ２ 参 照 ） か ら 、 佐 藤 次 郎 氏 は 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_Cで 認 証
さ れ る 静 的 組 織 に 所 属 す る と 判 断 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 次 に 、 権 限 確 認 手 段 ２ １ ４ ａ は 、 個 人 認 証 装 置 Ｉ Ｄ  kigyo_Cが 権 限 「 所 属 メ ン バ 追 加 」
を 持 つ か 否 か を 権 限 情 報 記 憶 部 ２ ２ ｄ か ら 検 索 す る 。 こ の 場 合 、 権 限 と し て 「 所 属 メ ン バ
追 加 」 を 持 た な い の で （ 図 １ ５ に お け る 情 報 １ ７ ０ ２ 参 照 ） 、 メ ン バ 管 理 手 段 ２ １ １ ｂ は
、 佐 藤 次 郎 氏 の 所 属 メ ン バ 追 加 の 要 求 を 処 理 し な い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ６ は 、 第 ３ の 実 施 例 の
動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ６ に 示 す 構 成 で は 、 図 １ に 示
さ れ た 構 成 に 加 え て 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ が 追 加 さ れ て い る 。 ま た 、 端 末 １ １ に 端 末
記 憶 部 １ １ Ａ が 接 続 さ れ て い る 。 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ は 、 端 末 １ １ に 内 蔵 さ れ る ハ ー ド デ ィ
ス ク 等 で あ っ て も よ い 。 こ の 実 施 例 で は 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 動 的 組 織 管 理 装 置
２ と 連 携 し て 、 動 的 組 織 の メ ン バ の フ ァ イ ル 参 照 （ 読 み 出 し や 編 集 な ど ） を 管 理 す る 。 な
お 、 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 図 ９ に 示 さ れ た 動 的 組 織 管 理 装 置 ２
０ を 用 い て も よ い 。 ま た 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 例 え ば サ ー バ 装 置 で 実 現 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 既 に 説 明 し た よ う な 処 理 に よ っ て 、 動 的 組 織 Ｓ が 生 成 さ れ て い る と す る 。 動 的 組 織 Ｓ に
属 す る メ ン バ ｓ が 、 動 的 組 織 Ｓ の メ ン バ に の み 公 開 す る フ ァ イ ル を 作 成 し た と す る 。 メ ン
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バ ｓ は 、 そ の フ ァ イ ル に つ い て 、 動 的 組 織 Ｓ の メ ン バ に の み 公 開 す る フ ァ イ ル で あ る こ と
を 示 す 権 限 情 報 を 作 成 す る こ と を 、 端 末 １ １ か ら フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ に 依 頼 す る 。 フ
ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 端 末 １ １ か ら の 依 頼 に 応 じ て 、 動 的 組 織 Ｓ を 示 す フ ァ イ ル 権 限
情 報 を 作 成 し 、 そ れ を 暗 号 化 す る 。 ま た 、 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ に 格 納 さ れ る フ ァ イ ル 自 体 も
暗 号 化 す る 。 そ し て 、 暗 号 化 さ れ た フ ァ イ ル 権 限 情 報 を 付 随 さ せ た 暗 号 化 さ れ た フ ァ イ ル
を 、 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ に 格 納 す る 。 な お 、 暗 号 化 さ れ た フ ァ イ ル 権 限 情 報 を 付 随 さ せ た 暗
号 化 さ れ た フ ァ イ ル は 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ に 格 納 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 他 の メ ン バ が 、 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ に 格 納 さ れ て い る フ ァ イ ル を 参 照 す る た め に 、 例 え ば
端 末 １ ２ か ら 、 端 末 １ １ を 介 し て 、 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ に 格 納 さ れ て い る フ ァ イ ル を ダ ウ ン
ロ ー ド し た と す る 。 上 記 の よ う に 、 そ の フ ァ イ ル は 暗 号 化 さ れ 、 暗 号 化 さ れ た フ ァ イ ル 権
限 情 報 が 付 随 し て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 端 末 １ ２ は 、 搭 載 さ れ て い る フ ァ イ ル 管 理 用 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 動 作 し 、 暗 号 化 さ れ た
フ ァ イ ル 権 限 情 報 を フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ に 送 信 す る 。 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 端
末 １ ２ か ら 受 信 し た フ ァ イ ル 権 限 情 報 を 復 号 し 、 フ ァ イ ル 権 限 情 報 が 、 当 該 フ ァ イ ル が 動
的 組 織 Ｓ の メ ン バ に の み 公 開 さ れ る フ ァ イ ル で あ る こ と を 示 し て い る こ と を 認 識 す る 。 そ
こ で 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 端 末 １ ２ に 対 し て 、 動 的 組 織 認 証 を 受 け る べ き で あ る
こ と を 指 示 す る 情 報 を 送 信 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 端 末 １ ２ は 、 動 的 組 織 認 証 を 受 け る べ き で あ る こ と を 指 示 す る 情 報 を 受 信 す る と 、 図 ７
に 示 さ れ た 処 理 を 経 て 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お け る 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ か ら 、 認
証 成 功 ま た は 認 証 失 敗 の 結 果 の 返 送 を 受 け る 。 端 末 １ ２ は 、 そ の 結 果 を 、 フ ァ イ ル 権 限 管
理 装 置 ５ に 送 信 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 認 証 成 功 の 結 果 を 受 信 し た 場 合 に は 、 例 え ば 、 暗 号 化 さ れ
て い る フ ァ イ ル を 復 号 す る た め の キ ー を 端 末 １ ２ に 送 信 す る 。 端 末 １ ２ は 、 受 信 し た キ ー
を 用 い て フ ァ イ ル を 復 号 す る 。 よ っ て 、 端 末 １ ２ の ユ ー ザ は 、 フ ァ イ ル を 参 照 で き る 状 況
に な る 。 な お 、 端 末 １ ２ に 搭 載 さ れ て い る フ ァ イ ル 管 理 用 プ ロ グ ラ ム は 、 フ ァ イ ル を 復 号
し た ら 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ か ら 受 信 し た キ ー を 、 端 末 １ ２ か ら 消 滅 さ せ る 。 例 え ば
、 再 現 不 能 に な る よ う に 消 去 す る 。 ま た 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 認 証 失 敗 の 結 果 を
受 信 し た 場 合 に は 、 フ ァ イ ル を 復 号 す る た め の キ ー を 端 末 １ ２ に 送 信 し な い 。 以 上 の よ う
な 処 理 に よ っ て 、 端 末 記 憶 部 １ １ Ａ に 格 納 さ れ て い る フ ァ イ ル を 、 動 的 組 織 Ｓ に 所 属 し て
い な い 者 に 参 照 さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 一 般 的 な フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム で は 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 が 、 例 え ば 、 暗 号 化 し た フ
ァ イ ル に 、 フ ァ イ ル の 参 照 を 許 可 す る メ ン バ を 列 挙 し た フ ァ イ ル 権 限 情 報 を 付 随 さ せ る 。
そ の よ う な フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 を 動 的 組 織 に お け る 管 理 に 適 用 し た 場 合 に は 、 動 的 組 織
の メ ン バ が 追 加 さ れ た り 削 除 さ れ た り す る と 、 フ ァ イ ル 権 限 情 報 を 更 新 す る 必 要 が あ る 。
フ ァ イ ル 権 限 情 報 の 更 新 が な さ れ な い と 、 動 的 組 織 か ら 抜 け た メ ン バ が フ ァ イ ル を 参 照 で
き て し ま う 。 す な わ ち 、 フ ァ イ ル の 内 容 が 、 動 的 組 織 外 に 漏 洩 し て し ま う 。
【 ０ １ １ １ 】
　 と こ ろ が 、 こ の 実 施 例 で は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お い て 動 的 組 織 Ｓ の メ ン バ が 追 加 さ
れ た り 削 除 さ れ た り す る の で 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置 ５ は 、 メ ン バ の 追 加 ・ 削 除 を 意 識 す
る こ と な く 、 フ ァ イ ル 権 限 管 理 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ が 動 的
組 織 認 証 を 実 行 し て メ ン バ の 信 頼 性 を 証 明 す る の で 、 フ ァ イ ル の 内 容 が 動 的 組 織 外 に 漏 洩
し て し ま う こ と は 防 止 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ７ は 、 第 ４ の 実 施 例 の
動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ７ に 示 す 構 成 で は 、 図 １ に 示
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さ れ た 構 成 に 加 え て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ が 追 加 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置
６ は 、 端 末 １ １ ， １ ２ に 対 し て 、 物 理 的 に は 通 信 回 線 ４ を 用 い る Ｖ Ｐ Ｎ （ Virtual Privat
e Network ） に よ る 通 信 の 実 行 許 可 を 与 え る 管 理 装 置 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 端 末 １ １ ， １ ２ に お い て 、 通 信 手 段 １ １ Ｂ ， １ ２ Ｂ が 明 示 さ れ て い る 。 通 信 手 段
１ １ Ｂ ， １ ２ Ｂ は 、 通 信 回 線 ４ を 介 し て 他 の 装 置 と の 間 の 送 受 信 を 実 現 す る た め の ハ ー ド
ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア と を 含 む 。 ま た 、 通 信 手 段 １ １ Ｂ ， １ ２ Ｂ に は 、 Ｖ Ｐ Ｎ を 介 す る 通
信 （ Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 ） を 実 現 す る た め の 通 信 プ ロ ト コ ル に 従 っ て 通 信 を 実 行 す る ソ フ ト ウ ェ ア
も 実 装 さ れ て い る 。 な お 、 第 ４ の 実 施 例 に お い て 、 図 ９ に 示 さ れ た 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ ０
を 用 い て も よ い 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ は 、 例 え ば Ｐ Ｐ Ｔ Ｐ （ Point to Point T
unneling Protocol ） サ ー バ な ど の サ ー バ 装 置 で 実 現 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 既 に 説 明 し た よ う な 処 理 に よ っ て 、 動 的 組 織 Ｓ が 生 成 さ れ て い る と す る 。 ま た 、 動 的 組
織 Ｓ の メ ン バ 間 で の み 通 信 を 行 う こ と が 可 能 な Ｖ Ｐ Ｎ が 定 義 さ れ て い る と す る 。 動 的 組 織
Ｓ に 属 す る メ ン バ ｓ が 、 端 末 １ １ を 用 い て Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 を 行 う こ と が で き る 環 境 に 参 加 す る
こ と を 意 図 し た 場 合 に は 、 端 末 １ １ か ら ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ に 、 Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 の 許 可 を
求 め る 要 求 を 送 信 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ は 、 Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 の 許 可 を 求 め る 要 求 を 受
信 す る と 、 要 求 を 出 し た 端 末 １ １ に 対 し て 、 動 的 組 織 認 証 を 受 け る べ き で あ る こ と を 指 示
す る 情 報 を 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 端 末 １ １ は 、 動 的 組 織 認 証 を 受 け る べ き で あ る こ と を 指 示 す る 情 報 を 受 信 す る と 、 図 ７
に 示 さ れ た 処 理 を 経 て 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お け る 動 的 組 織 認 証 手 段 ２ １ ２ ａ か ら 、 認
証 成 功 ま た は 認 証 失 敗 の 結 果 の 返 送 を 受 け る 。 端 末 １ １ は 、 そ の 結 果 を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管
理 装 置 ６ に 送 信 す る 。 す る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ は 、 端 末 １ １ に 対 し て 、 Ｖ Ｐ Ｎ 通
信 を 実 行 す る た め に 必 要 な 情 報 を 端 末 １ １ に 送 信 す る こ と に よ っ て 、 端 末 １ １ に 、 Ｖ Ｐ Ｎ
通 信 を 行 う こ と が で き る 環 境 に 参 加 す る こ と を 許 可 す る 。 例 え ば 、 端 末 １ １ が 実 際 に Ｖ Ｐ
Ｎ 通 信 を 開 始 す る 際 の 、 端 末 １ １ を 使 用 す る メ ン バ ｓ の ロ グ イ ン 操 作 に も と づ く ユ ー ザ 認
証 の 結 果 を 、 認 証 成 功 と す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 複 数 の 静 的 組 織 を ま た が っ て 構 築 さ れ た 動 的 組 織 の メ ン バ が メ ン バ 間 で セ キ ュ ア な 通 信
を 行 う た め に 、 Ｖ Ｐ Ｎ を 利 用 す る こ と が 得 策 で あ る 。 一 般 的 な Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 シ ス テ ム で は 、
Ｖ Ｐ Ｎ 管 理 サ ー バ な ど の ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 が 、 例 え ば 、 Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 が 許 可 さ れ て い る
メ ン バ を 列 挙 し た リ ス ト を 保 持 し 、 そ の リ ス ト を 管 理 す る 。 す な わ ち 、 要 求 者 が 端 末 か ら
Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 の 許 可 の 要 求 を 送 信 す る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 が 、 許 可 を 要 求 し た 要 求 者
が リ ス ト に 掲 載 さ れ て い れ ば 、 要 求 を 出 し た 端 末 を Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 可 能 な 状 態 に 設 定 す る 。 そ
の よ う な ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 を 動 的 組 織 に お け る 管 理 に 適 用 し た 場 合 に は 、 動 的 組 織 の メ
ン バ が 追 加 さ れ た り 削 除 さ れ た り す る と 、 リ ス ト を 更 新 す る 必 要 が あ る 。 リ ス ト の 更 新 が
な さ れ な い と 、 動 的 組 織 か ら 抜 け た メ ン バ が Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 を 実 行 で き て し ま う 。 す な わ ち 、
Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 の セ キ ュ リ テ ィ が 損 な わ れ て し ま う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 と こ ろ が 、 こ の 実 施 例 で は 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ に お い て 動 的 組 織 Ｓ の メ ン バ が 追 加 さ
れ た り 削 除 さ れ た り す る の で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ６ は 、 メ ン バ の 追 加 ・ 削 除 を 意 識 す
る こ と な く 、 Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 管 理 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 動 的 組 織 管 理 装 置 ２ が 動 的 組
織 認 証 を 実 行 し て メ ン バ の 信 頼 性 を 証 明 す る の で 、 参 加 資 格 の な い 者 が Ｖ Ｐ Ｎ 通 信 に 参 加
し て し ま う こ と は 防 止 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る メ ン バ 認 証 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 動 的 組 織 作 成 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 動 的 組 織 削 除 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 所 属 メ ン バ 追 加 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 所 属 メ ン バ 削 除 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 動 的 組 織 認 証 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 動 的 組 織 情 報 参 照 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 １ の 実 施 例 に お け る 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 個 人 認 証 装 置
の 情 報 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 １ の 実 施 例 に お け る 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す
説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 １ の 実 施 例 に お け る 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 （ 動 的 組 織 作 成 時
） の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ の 実 施 例 に お け る 動 的 組 織 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 （ 所 属 メ ン バ 追 加
時 ） の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ２ の 実 施 例 に お け る 権 限 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 ３ の 実 施 例 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 ４ の 実 施 例 の 動 的 組 織 管 理 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 木 構 造 で 管 理 さ れ る 組 織 の 例 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 コ ミ ュ ニ テ ィ の 例 を 表 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ９ 】
　 １ １ ， １ ２ 　 端 末
　 ２ 　 　 　 　 　 動 的 組 織 管 理 装 置
　 ３ １ ， ３ ２ 　 個 人 認 証 装 置
　 ４ 　 　 　 　 　 通 信 回 線
　 ５ 　 　 　 　 　 フ ァ イ ル 権 限 管 理 装 置
　 ６ 　 　 　 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置
　 ２ １ 　 　 　 　 処 理 部
　 ２ ２ 　 　 　 　 記 憶 部
　 ２ ２ ａ 　 　 　 動 的 組 織 情 報 記 憶 部
　 ２ ２ ｂ 　 　 　 個 人 認 証 装 置 情 報 記 憶 部
　 ２ ２ ｃ 　 　 　 個 人 認 証 対 応 情 報 記 憶 部
　 ２ ２ ｄ 　 　 　 権 限 情 報 記 憶 部
　 ２ １ １ 　 　 　 組 織 情 報 形 成 部
　 ２ １ １ ａ 　 　 動 的 組 織 形 成 手 段
　 ２ １ １ ｂ 　 　 メ ン バ 管 理 手 段
　 ２ １ ２ 　 　 　 組 織 情 報 参 照 部
　 ２ １ ２ ａ 　 　 動 的 組 織 認 証 手 段
　 ２ １ ２ ｂ 　 　 動 的 組 織 情 報 参 照 手 段
　 ２ １ ３ 　 　 　 個 人 認 証 連 携 部
　 ２ １ ３ ａ 　 　 個 人 認 証 連 携 手 段
　 ２ １ ３ ｂ 　 　 個 人 認 証 装 置 連 携 手 段
　 ２ １ ４ 　 　 　 権 限 管 理 部
　 ２ １ ４ ａ 　 　 権 限 確 認 手 段
　 ２ １ ４ ｂ 　 　 権 限 設 定 手 段

10

20

30

40

(21) JP 2006-146559 A 2006.6.8



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(23) JP 2006-146559 A 2006.6.8



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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